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①

 新年、あけましておめでとうございます。

代表理事組合長 　古　川　雅　且

努力の賜と深く感謝申し上げます。
　本年度より３歳ダート三冠競走の本格始動に先駆け、
新馬導入に向けた補助馬購買等の奨励策の拡充により、
地方各競馬場とも市場取引馬の活躍が顕著となっており、
せり市場の更なる活況が期待されるところです。各競馬主
催者におかれましては、生産者賞・内国産馬所有奨励賞
の拡充など、軽種馬生産界に対する手厚い対応を頂いて
おりますことに重ねて感謝申し上げます。
　組合事業につきましては、お陰様で本年も無事決算を
迎えることとなりました。昨年の北海道市場開催につきま
しては、特にサマーセールにおいて猛暑のなかの長時間
開催となり、ご来場の関係者皆様方に大変なご苦労をお
掛けすることとなりました。本年度の市場開催につきまし
ては、１日当たりの開催時間と暑熱対策に配慮した開催
に努めてまいります。
　診療事業につきましては、獣医師職員の減員により、ご
不便をお掛けしているところですが、引き続き新卒採用な
ど獣医師職員の確保に向け対応に努めてまいりますので、
ご理解を賜りたくお願い申し上げます。
　競走馬生産振興事業につきましては、競馬法改正によ
り財源が恒久化され、予算額の増額と恒久的な制度の道
が拓かれました。強い馬づくりに資する事業運用が図られ
るよう、ＪＢＢＡはじめ関係団体と連携して取り組んでまいり
たいと考えております。
　ひだか・ホース・フレンズにつきましては、日高軽種馬
振興対策推進協議会より当組合が業務委託を受けて事
業運営を進めております。発足以来50名を超える研修生
を受け入れ、牧場就業の糸口となっており、軽種馬産業に
おける就業者不足改善に向けた足がかりとなるべく事業
を進めてまいります。
　本年度の当組合事業につきましては、北海道市場の開
催・運営を軸に、各事業の策定並びに実施に取り組んで
参ります。
　本年も役職員一同、組合運営に積極的に取り組み、軽
種馬生産界発展に向け誠心誠意努力してまいります。組
合員皆様にとりまして、多幸な１年となりますよう、心よりご
祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて頂きます。本年も宜し
くお願い申し上げます。

　新年、明けましておめでとうございます。組合員皆様に
おかれましては、和やかな新春をお迎えのこととお慶び申
し上げます。当組合の事業運営にあたりましては、日頃よ
り多大なるご理解、ご協力を賜り心よりお礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、日本経済はコロナ禍が明
け本格始動が進むなか、国際情勢の度重なる緊迫化によ
り、円安、物価高騰、資材不足など不透明感が続く１年と
なりました。
　このようななか、北海道市場につきましては、いずれの
市場においても大変盛況な開催となり、売上総額187億
6347万円と過去最高の結果を更新することとなりました。
景気の動向など大変心配されましたが、全国各地より購
買関係者多数のご来場を賜り、ご購買を頂きましたことに
心より感謝申し上げます。ならびに組合員皆様より良質馬
の上場を賜りましたことに対しまして、重ねてお礼申し上
げます。
　昨年の競馬について見ますと、日高産馬の活躍が目立
つ１年となりました。ドバイワールドカップにおけるウシュ
バテソーロ号の優勝をはじめ、ファストフォース号の高松
宮記念優勝、ジャックドール号の大阪杯優勝、メイショウ
ハリオ号の帝王賞並びにかしわ記念優勝、ミックファイア
号のジャパンダートダービー優勝並びに大井三冠達成、
アイコンテーラー号のＪＢＣレディスクラシック優勝、イグ
ナイター号のＪＢＣスプリント優勝、キングズソード号のＪＢ
Ｃクラシック優勝、マイネルグロン号の中山大障害優勝
など、国内外のＧⅠはじめ重賞戦線で多数の日高産馬が
活躍しております。海外調教馬においても、日高産馬のコ
ンティニュアス号がイギリスのクラシックレースであるセ
ントレジャーステークスで優勝しました。活躍馬を輩出さ
れました組合員皆様に心よりお祝い申し上げます。
　令和５年度の中央競馬の売得金については、12年連
続の売上増と３年連続の３兆円越えが目前に迫る売上で
推移しております（12月24日現在）。また、地方競馬につ
きましても前年同様に推移しており、昨年度に続き１兆円
越えのペースで推移しています。ホッカイドウ競馬につき
ましても、売上総額512億8091万円で４年連続の500億
円越えを達成することとなりました。多くの競馬ファンに競
馬の魅力を発信し続けている競馬主催者の並々ならぬご



　新年、明けましておめでとうございます。令和６年の新春
を迎えるにあたり、謹んでご挨拶を申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、中央・地方競馬を通じて日
高産馬が活躍する１年となりました。日頃、組合員皆様の
軽種馬生産における技術研鑽の賜と深く敬意を表します。
　組合事業につきましては、北海道市場は2022年を大き
く上回る187億円の売上を達成することとなりました。これ
は日頃より北海道市場をご愛顧頂いております購買関係
者皆様のご高配のお陰と厚く御礼申し上げます。また、組
合員皆様におかれましては、良質馬多数の上場を賜り心よ
り感謝し上げます。
　その他、組合事業につきましては、お陰様で計画通りの
決算を迎えることとなりました。診療事業につきましては、

獣医師職員の減員が続いており、組合員皆様にご不便を
お掛けし深くお詫び申し上げます。引き続き、獣医師採用
をはじめ獣医師確保に向けた取組みを進めておりますの
で、ご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げま
す。
　昨年も組合員皆様はじめ多くの方々に支えられながら、
新たな１年を迎えられますことに深く感謝申し上げます。今
後とも組合発展のため職員一同努力してまいりますので、
変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上
げます。
　最後になりますが、今年１年が皆様にとって佳き年とな
りますよう、ご健勝並びに愛馬のご活躍をお祈り申し上げ、
新年のご挨拶とさせて頂きます。

理 事 会 の 内 容 に つ い て
【第８回理事会】
◇令和５年11月24日　　14時00分　静内支所

〈報告事項〉
１.第７回、第８回、第９回市場委員会の内容について
２.ＪＲＡ運営審議会の内容について
３.地方競馬と生産に関する協議会の内容について
４．第２回生産等に関する協議会の内容について
５．第２回役員定数問題審議会の内容について
６．第２回役員報酬審議会の内容について
７．第２回振興会長会議の内容について
８．第８回総務・診療委員会の内容について
９．人事異動の内容について

〈議　　案〉
１．組合員の加入について
２．10月末現在収支見込みについて
３．年末賞与の支給について

【第９回理事会】
◇令和５年12月12日　　14時00分　静内支所

〈報告事項〉
１．第２回ＢＴＣ評議員会の内容について
２．(一社)北海道軽種馬振興公社第４回理事会の内容に

ついて
３．第２回ＪＢＢＡ軽種馬生産育成総合対策事業運営委員
　 会の内容について
４．第６回ＪＢＢＡ理事会の内容について
５．第10回市場委員会の内容について
６．第９回総務・診療委員会の内容について
７．人事異動の内容について

〈議　　案〉
１．令和６年度北海道市場開催日程について
２．第53回総代会の開催日程について

②

 新年、明けましておめでとうございます。

参　事　　岡　本　邦　彦



③

　2023年４月に入社致しました、三浦耀平と

申します。よろしくお願い致します。今回は

お産のシーズンも近くなってきていることか

ら、出生直後まれに見られる虚弱子馬に対す

る胸部圧迫処置についてお話させて頂きます。

　生まれたばかりの新生児が、起立不能、乳

を飲もうとしない、外部からの刺激に反応し

ないなどの異常行動、症状が見られた場合、

これらの症状を総称して、新生児不適応症

候群と呼んだりします。その体の中で何が起

こっているのか定かではありませんが、脳の

低酸素状態や虚血状態、以下に話すホルモン

動態が原因として推察されています。

　母親の子宮内にいる胎児は睡眠状態を保つ

ために、ある種のホルモンを分泌しています。

本来は、出生時の産道の胸部圧迫が引き金と

なり、このホルモン分泌が低下し、睡眠が解

除されます。しかし、娩出時この胸郭圧迫に

よる刺激が少ないと、ホルモン分泌が継続し

てしまい、体内でのスイッチの切り替えが起

こらず睡眠状態のままになってしまうという

発症メカニズムが提唱されています。

　このホルモン分泌異常に対して、新生子馬

の胸部をロープで圧迫し、産道の通過を再現

するという処置方法（ロープスクイーズ法）

があります。結び方はまず、ロープ先端に輪

を作り、これにロープを通すことで、首の回

りを一周させます（たすき掛けでもよい）。

続くロープは帯道に沿って腋下を通し背中で

ロープ同士を交差させます。これを２～３回

繰り返し尾側へロープを少しずつずらしてい

き、最後ロープを引きます。胸部圧迫により、

子馬は再び眠ったような状態になります。20

分間の圧迫後にロープを外します。やり方に

関しまして、動画のQRコードを貼らせて頂

いたので、ご参照ください。簡便な処置方法

であり、場合によっては時間の間隔を空けて、

くり返しの圧迫を牧場の方に依頼することも

あるかもしれません。ただし、本法の効果に

ついては、助からない子馬が助かるようにな

るというよりも、あくまで助かる子馬の回復

までの時間短縮が主となるようです。実施す

る場合は、子馬の全身状態を確認する必要も

あり、本処置以外にも色々な治療を併用する

為、まずは獣医師とご相談の上行うことをお

すすめします。

　虚弱子馬に対する胸部圧迫法について
門別診療所　三 浦 耀 平

馬獣医のよもやま話○　三浦耀平獣医師104

ロープスクーズ法の動画（YouTube）

写真「JRA育成牧場管理指針－生産編－」より



16日　　新規馬主観戦会における北海道市場ＰＲ（東京）

　　　　（～ 17日）

21日　　第５回市場委員会

20日　　九州１歳市場

23日  　新規馬主観戦会における北海道市場ＰＲ（阪神）

　　　　（～ 24日）

25日　　第64回宝塚記念

26日　　ＪＢＢＡ第３回理事会

〃　　　第１回軽種馬海外流通促進事業会議

28日　　第１回軽種馬海外流通促進事業会議

〃　　　日高軽種馬振興対策推進協議会令和５年度定期

　　　　総会

〃　　　軽種馬生産構造改革推進会議

〃　　　日高総合開発期成会定期総会

〃　　　第４６回帝王賞（大井）

　　　　メイショウハリオ号優勝（浦河　㈲三嶋牧場生産）

７　月
２日　　中島滋氏農林水産大臣賞受賞お祝いする会

４日  　八戸市場

12日　　第25回ジャパンダートダービー（大井）

　　　　ミックファイア号優勝（静内　㈲高橋ファーム生産）

14日　　（一社）北海道軽種馬振興公社第47回通常総会、

　　　　第２回理事会

２日　　第１回業務・配合委員会

〃　　　第５回総務・診療委員会

〃　　　第５回理事会

４日  　第35回かしわ記念（船橋）

　　　　メイショウハリオ号優勝（浦河　㈲三嶋牧場生産）

７日　　第28回 ＮＨＫマイルカップ

14日　　第18回 ヴィクトリアマイル

20日  　トレーニングセール（入厩）

21日  　トレーニングセール（事前下見）

〃　　　第84回優駿牝馬（オークス）

22日  　トレーニングセール（公開調教）

23日  　トレーニングセール（せり）

28日  　第90回 東京優駿（日本ダービー）

29日  　第４回市場委員会

６　月
１日 　 辞令交付

〃　　　第１回振興会長会議

〃　　　第１回役員定数問題審議会

４日  　第73回 安田記念

５日   ホッカイドウ競馬振興㈱第27回定期総会

13日　　北海道軽種馬貿易㈱株主総会

16日　　第１回日胆管内農協組合長会臨時総会

１　月
20日　　第１回総務・診療委員会

〃　　  第１回理事会

23日  　第１回市場委員会

25日  　ジェイエス冬季繁殖馬セール

26日  　第１回監事会

〃    　決算監査（～ 27日）

31日  　第２回総務・診療委員会

〃    　第２回理事会

２　月
１日　　辞令交付

〃    　第72回川崎記念（川崎）

　　　　ウシュバテソーロ号優勝（静内　㈲千代田牧場生産）

10日　　新規馬主競馬観戦会市場ＰＲ（阪神競馬場）（～12日）

16日  　第２回役員選任全体推薦会議

17日　　新規馬主競馬観戦会市場ＰＲ（東京競馬場）（～19日）

19日  　第39回フェブラリーステークス

21日  　第３回総務・診療委員会

〃    　第３回理事会

28日　　ＪＢＢＡ第１回理事会

３　月
９日　  令和５年度ＪＲＡ運営審議会

〃      ＢＴＣ評議員会

〃      ＪＯＡ創立60周年記念式典

14日　　十勝軽種馬農業協同組合第50回通常総会

15日　　胆振軽種馬農業協同組合第58回通常総会

17日　　第52回総代会

〃　　　第２回市場委員会

20日  　ＪＢＢＡ第２回理事会（書面）

23日  　ＪＢＢＡ令和５年度通常総会

〃　　　（一社）北海道軽種馬振興公社第３回理事会

25日  　第27回ドバイワールドカップ　

　　　　ウシュバテソーロ号優勝（静内　㈲千代田牧場

　　　　生産）

26日　　第53回高松宮記念

　　　　ファストフォース号優勝（浦河　㈲三嶋牧場生産）

28日　　第４回総務・診療委員会

〃　　　第４回理事会

30日　　（一社）北海道軽種馬振興公社第２回業務運営委

　　　　員会

４　月
２日　　第67回大阪杯

　　　　ジャックドール号優勝（門別　クラウン日高牧

　　　　場生産）

３日  　辞令交付

６日　　トレーニングセールＶＴＲ撮影（ＢＴＣ）（～７日）

９日　　第83回桜花賞

12日  　トレーニングセールＶＴＲ撮影（育成公社）

　　　　（～ 14日）

15日  　セレクションセール実馬検査（～ 27日）

〃　　　第25回中山グランドジャンプ

16日  　第83回皐月賞

19日　　ホッカイドウ競馬開幕

25日  　ＪＲＡブリーズアップセール

30日  　第167回 天皇賞（春）

５　月
１日  　辞令交付

〃　　　第３回市場委員会

④

2023年を2023年を



⑤

３日  　第４回ＪＢＣ２歳優駿（門別）

７日  　第８回市場委員会

９日  　ＪＲＡ運営審議会

12日  　第48回エリザベス女王杯

17日　　地方競馬と生産に関する協議会

〃　　　第２回生産等に関する協議会

19日  　第40回マイルチャンピオンシップ

20日  　販路拡大陳情（岩手県）（～ 21日）

21日　　第９回市場委員会

〃　  　第２回役員定数問題審議会

〃　  　第１回役員報酬審議会

〃　　　第２回振興会長会議

24日  　第８回総務・診療委員会

〃　　　第８回理事会

26日　　第43回ジャパンカップ

27日  　販路拡大陳情（兵庫県）（～ 28日）

30日  　十勝軽種馬農業協同組合創立50周年記念祝賀会

12　月
１日　　辞令交付

〃　　　販路拡大陳情（千葉県、佐賀県）（～３日）

３日  　第24回チャンピオンズカップ

４日　　第２回ＢＴＣ評議員会

〃　　　（一社）北海道軽種馬振興公社第４回理事会

６日　　販路拡大陳情（東京都、神奈川県）

７日 　 第２回ＪＢＢＡ軽種馬生産育成総合対策事業運

　　　　営委員会

〃　　　ＪＢＢＡ第６回理事会

10日  　第75回阪神ジュベナイルフィリーズ

11日  　第10回市場委員会

12日  　第９回総務・診療委員会

〃　　　第９回理事会

13日　　北海道市場運営協議会

〃　　　第74回全日本２歳優駿（川崎）

14日　　販路拡大陳情（石川県）（～ 15日）

17日　　第75回朝日杯フューチュリティステークス

23日　　第146回中山大障害

　　　　マイネルグロン号優勝（新冠　㈲ビッグレッド

　　　　ファーム生産）

24日　　第68回有馬記念

28日　　第40回ホープフルステークス

29日　　第69回東京大賞典

５日  　第１回種牡馬管理配合委員会

〃　　　ＪＢＢＡ第５回理事会

〃　　　馬産地日高活性化ＰＲ事業（大井）

６日  　第１回生産等に関する協議会

９日  　第36回マイルチャンピオンシップ南部杯（盛岡）

11日　　第１回配合委員会

〃　　　第７回総務・診療委員会

〃　　　第７回理事会

〃　　　第７回市場委員会

〃　　　第11回ＨＢＡ賞ブロッサムカップ

　　　　ヴィヴィアンエイト号優勝（門別　㈲沖田牧場生産）

15日　　第28回秋華賞

16日  　オータムセール（～ 17日）

22日  　第84回菊花賞

25日　  ジェイエス秋季繁殖馬セール

29日  　第168回天皇賞（秋）

30日　　札幌馬主協会馬産地懇談会

11　月
３日  　第23回ＪＢＣクラシック（大井）

　　　　キングズソード号優勝（浦河　㈲日進牧場生産）

〃　  　第23回ＪＢＣスプリント（大井）

　　　　イグナイター号優勝（門別　春木ファーム生産）

〃　  　第13回ＪＢＣレディスクラシック（大井）

　　　　アイコンテーラー号優勝（静内　㈲畠山牧場生産）

24日  　セレクションセール　前日展示

25日  　セレクションセール（～ 26日）

27日  　令和５年度ＪＲＡ・ＪＢＢＡ日高地区生産地懇

　　　　談会（日高地区）

８　月
１日  　辞令交付

〃    　第２回監事会

〃    　中間監査（～２日）

４日  　第３回、第４回日胆管内農協組合長会議、各作

　　　　目別対策委員会合同会議

９日　　第６回市場委員会

〃　　　第６回総務・診療委員会

〃　　　第６回理事会

21日  　サマーセール（～ 26日）

24日  　（一社）北海道軽種馬振興公社第３回理事会

９　月
７日　　北海道馬産地見学ガイドツアー（～８日）

19日　　セプテンバーセール（～ 21日）

10　月
１日  　第57回スプリンターズステークス

５日  　ＪＢＢＡ第４回理事会

振り返って振り返って

　新年は１月８日（月・祝）まで事務所
を閉所させていただきます。
１月９日（火）より通常営業となります。
ご不便をお掛けしますが、ご了承いた
だきますようお願い申し上げます。

令和６年（2024年）
新年の事務所営業の

お知らせ



⑥

令和６年度　中央競馬重賞競走日程令和６年度　中央競馬重賞競走日程



⑦

令和６年度　中央競馬重賞競走日程令和６年度　中央競馬重賞競走日程



ＪＲＡ　令和６年度開催日割、重賞競走について

　先般、ＪＲＡは令和６年度の開催日割及び重賞競走について発表しました。以下に主
な内容について、掲載いたします。

１．開催日割について

　年初は１月６日（土）、中山・京都競馬を開催。年末は12月28日
（土）に中山・京都競馬を開催いたします。

①年初および年末の開催について

　1１月1８日　（月）【成人の日】　　　中山・京都競馬
　1９月16日　（月）【敬老の日】　　　中山・中京競馬
　10月14日　（月）【スポーツの日】　東京・京都・新潟競馬

②祝日を利用した開催について

　阪神競馬場スタンドリフレッシュ工事により、平年の第３回から第５
回阪神競馬を京都競馬または中京競馬に振り替えることといたします。
また、良好な芝馬場を維持する等の観点から、西日本地区の競馬場で一
部開催を入れ替えることとしたします。
                                               
　　   【令和５年度】　　　　　　　　　　     【令和６年度】
                                
　第１回中京競馬（12日間）  　　　　    第１回京都競馬（７日間）
　第２回阪神開催（12日間）  　　⇒　　 第２回京都競馬（８日間）
　第１回阪神競馬（12日間）     　　　    第１回阪神競馬（８日間）

　第３回阪神競馬（８日間）　　　 ⇒       第４回京都競馬（８日間）
　第３回中京競馬（８日間）　　　 ⇒　    第３回小倉競馬（８日間）
　第３回小倉競馬（８日間）　　　 ⇒　    第２回中京競馬（８日間）
　第４回阪神競馬（９日間）　　　 ⇒　    第３回中京競馬（９日間）
　第５回阪神競馬（９日間）　　　 ⇒　    第７回京都競馬（９日間）

③阪神競馬場スタンドリフレッシュ工事等に伴う開催の変更について

⑧

　７月27日（土）から８月４日（日）は、暑熱対策の観点から、札幌お
よび新潟の開催といたします。なお、上記期間の新潟競馬では、更なる暑
熱対策として「競走時間帯の拡大」を実施いたします。

④開催日割における暑熱対策について



 ・札幌競馬　　２開催14日　　　　         ・東京競馬　　５開催44日
 ・函館競馬　　１開催12日　　　　         ・中京競馬　　４開催29日
 ・福島競馬　　３開催20日　　　　         ・京都競馬　　７開催60日
 ・新潟競馬　　４開催28日　　　　         ・阪神競馬　　２開催16日
 ・中山競馬　　５開催41日　　　　         ・小倉競馬　　３開催24日

⑤開催日数について

２．重賞競走について

　「３歳ダート三冠競走を中心とした２・３歳馬競走の体系整備」に伴
い、ユニコーンステークス（ＧⅢ）を東京ダービー（大井競馬場）の前哨
戦に位置付けるため、実施時期を変更いたします。また、実施場を東京競
馬場から京都競馬場に変更し、競走距離は1,900メートルといたします。

①ユニコーンステークス（ＧⅢ）の実施時期等の変更について

　開催日割の変更に伴い、一部重賞競走の実施日・実施場等を変更いたし
ます。

②開催日割の変更に伴う実施日・実施場等の変更について

３．負担重量について

　騎手の健康と福祉および将来にわたる騎手の優秀な人材確保の観点か
ら、平地競走における３歳（９月まで）の馬齢重量を引き上げます。

（Ⅰ）馬齢重量
　　　　　　　　　　　　　　【現　行】
　２歳（９月まで）　　　　　55ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）
　２歳（10月～12月まで）  56ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）
　３歳（９月まで）　　　　　56ｋｇ（牡・せん）　54ｋｇ（牝）
　３歳（10月～12月まで）  57ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）

　　　　　　　　　　　　　　【変更後】
　２歳（９月まで）　　　　　55ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）
　２歳（10月～12月まで）　56ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）
　３歳（９月まで）　　　　　57ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）
　３歳（10月～12月まで）　57ｋｇ（牡・せん）　55ｋｇ（牝）

①３歳馬重量の引上げについて

⑨

　馬齢重量の引上げに伴い、別定重量を採用している３歳のＧⅢ競走の負
担重量を馬齢重量に変更いたします。

 ②３歳馬のＧⅢ競走の負担重量の変更について



⑩

令和６年度　中央競馬生産牧場賞等交付基準

レース区分

賞　区　分

Ｇ１・Jpn１競走 その他の重賞競走 リステッド競走
重賞競走以外の

特別競走

一般競走

１勝以上 新馬・未勝利

１着

生 産 牧 場 賞 １００ ６５ ５０ ４５ ３８ ３４
繁殖牝馬所有者賞 １３０ ８０ ５５ ５０ ４０ ３６

２着

生 産 牧 場 賞 　４０ ２６ ２０ １８ １５ １４
繁殖牝馬所有者賞 　５２ ３２ ２２ ２０ １６ １４

３着

生 産 牧 場 賞 　２５ １６ １３ １１ １０ 　９
繁殖牝馬所有者賞 　３３ ２０ １４ １３ １０ 　９

４着

生 産 牧 場 賞 　１５ １０ 　８ 　７ 　４ 　４
繁殖牝馬所有者賞 　２０ １２ 　８ 　８ 　４ 　４

５着

生 産 牧 場 賞 　１０ 　７ 　５ 　５ 　３ 　３
繁殖牝馬所有者賞 　１３ 　８ 　６ 　５ 　３ 　３

レース区分

賞　区　分

国際の

Ｇ１・Jpn１競走

その他の

国際の重賞競走
リステッド競走

重賞競走以外の

国際のオープン

特別競走

一般競走

１

着

生 産 牧 場 賞 １５０ 　９５ ６５ ５５ ４５

繁殖牝馬所有賞 １８０ １１０ ７０ ６０ ４７

２

着

生 産 牧 場 賞 　６０ 　３８ ２６ ２２ １８

繁殖牝馬所有賞 　７２ 　４４ ２８ ２４ １９

３

着

生 産 牧 場 賞 　３８ 　２４ １６ １４ １１

繁 殖 牝 馬 所 賞 　４５ 　２８ １８ １５ １２

４

着

生 産 牧 場 賞 　２３ 　１４ １０ 　８ 　４

繁殖牝馬所有賞 　２７ 　１７ １１ 　９ 　４

５

着

生 産 牧 場 賞 　１５ 　１０ 　７ 　６ 　３

繁殖牝馬所有賞 　１８ 　１１ 　７ 　６ 　３

（単位　万円）

外の出走があった場合は下表のとおり交付


